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高
志
の
国
文
学
館 

常
設
展
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
室 

ガ
イ
ド
ペ
ー
パ
ー 

翁
久
允
と
没
後   

年 

川
崎
順
二
・
小
谷
契
月 

展
示
期
間 

令
和
三
年
六
月
十
八
日
（
金
）
～
十
二
月
中
旬 

   

は
じ
め
に 

 

お
わ
ら
風
の
盆
は
、
毎
年
、
富
山
市
八
尾
で
九
月
一
日
か
ら
三
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
、
多
く
の

人
々
を
魅
了
し
続
け
て
き
ま
し
た
。
二
百
十
日
の
頃
、
風
と
水
の
町
に
響
く
唄
の
声
、
囃
し
、
太
鼓
、

三
味
線
、
胡
弓
の
音
色
、
情
趣
あ
ふ
れ
る
洗
練
さ
れ
た
踊
り
は
、
宵
か
ら
夜
に
な
る
に
つ
れ
美
し
さ

を
増
し
て
い
き
ま
す
。 

 

お
わ
ら
風
の
盆
は
、
八
尾
の
町
の
人
々
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
近
世
か

ら
行
わ
れ
て
き
た
お
わ
ら
節
は
、
明
治
末
期
に
改
良
運
動
が
始
ま
り
、
八
尾
の
医
師
で
私
財
を
投
じ

て
そ
の
発
展
に
尽
く
し
た
川
崎
順
二
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
ま
し
た
。
川
崎

は
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
八
尾
を
訪
れ
た
小
杉
放
庵
に
お
わ
ら
歌
詞
の
作
詞
を
依
頼
し
「
八

尾
四
季
」
が
生
ま
れ
、
こ
の
歌
詞
に
ふ
さ
わ
し
い
踊
り
を
、
と
、
若
柳
吉
三
郎
に
振
付
を
依
頼
し
ま

し
た
。
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
は
、
川
崎
順
二
を
中
心
に
、「
越
中
八
尾
民
謡
お
わ
ら
保
存
会
」

が
発
足
し
ま
し
た
。
全
国
的
に
活
躍
す
る
文
人
た
ち
が
多
く
八
尾
を
訪
れ
て
お
わ
ら
歌
詞
を
新
作

し
、
踊
り
は
改
良
を
経
て
洗
練
さ
れ
、
現
在
の
か
た
ち
に
整
え
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

翁
お
き
な

久
き
ゅ
う

允 い
ん

（
一
八
八
八
～
一
九
七
三
）
は
、
昭
和
四
年
の
お
わ
ら
保
存
会
設
立
総
会
に
招
か
れ
て

東
京
か
ら
出
席
し
た
一
人
で
し
た
。
翁
は
現
在
の
立
山
町
出
身
の
小
説
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
、

十
八
年
の
在
米
期
間
を
経
て
、
昭
和
四
年
当
時
、
『
週
刊
朝
日
』
の
編
集
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

後
に
朝
日
新
聞
社
を
辞
し
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
、
郷
里
富
山
で
郷
土
文
化
誌
『
高
志
人
』

を
創
刊
、
主
宰
し
ま
す
。 

 

翁
は
『
高
志
人
』
創
刊
の
頃
か
ら
戦
後
に
至
る
ま
で
多
く
の
文
人
た
ち
を
八
尾
へ
案
内
し
ま
し

た
。
川
崎
は
彼
ら
を
自
邸
に
招
い
て
も
て
な
し
、
文
人
た
ち
は
お
わ
ら
歌
詞
を
新
作
し
、
ま
た
『
高

志
人
』
に
八
尾
や
お
わ
ら
に
つ
い
て
の
文
章
を
寄
稿
し
ま
し
た
。 

 

近
代
に
お
け
る
お
わ
ら
風
の
盆
の
発
展
は
、
川
崎
順
二
を
中
心
に
、
民
謡
詩
人
の
小
谷
契 け

い

月 げ
つ

や
長

谷
川
剣 け

ん

星 せ
い

、
画
家
の
林
秋 あ

き

路 じ

を
は
じ
め
、
八
尾
の
町
の
人
々
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
彼
ら
と
の
交
友
を
通
じ
て
、
富
山
県
内
外
で
活
躍
す
る
多
く
の
文
人
た
ち
を
は
じ
め
と
し
た

各
界
著
名
人
を
紹
介
し
、
八
尾
へ
案
内
し
た
翁
久
允
の
協
力
が
、
戦
前
・
戦
後
の
お
わ
ら
風
の
盆
の

歩
み
と
と
も
に
あ
り
ま
し
た
。 

 

現
在
、
高
志
の
国
文
学
館
で
は
、
公
益
財
団
法
人
翁
久
允
財
団
の
協
力
を
得
て
、
翁
久
允
旧
蔵
資

料
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
は
、
川
崎
順
二
（
一
八
九
八
～
一
九
七
一
）、

小
谷
契
月
（
一
九
〇
二
～
一
九
七
一
）
の
没
後
五
十
年
に
当
た
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
今
回
の
展

示
で
は
、
川
崎
順
二
と
、
翁
久
允
の
交
友
を
中
心
に
、
小
谷
契
月
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
ふ
れ
な

が
ら
、
翁
久
允
の
手
元
に
残
さ
れ
た
書
簡
や
記
録
、
ま
た
、
八
尾
を
訪
れ
た
文
人
た
ち
の
原
稿
な
ど

を
、
お
わ
ら
歌
詞
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。 

  

展
示
作
品
・
資
料 

 

〔
凡
例
〕 

・
本
文
は
、
令
和
三
年
度
高
志
の
国
文
学
館
常
設
展
示
室
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
室
展
示
「
翁
久
允
と
没
後

50

年 

川
崎
順
二
・
小
谷
契
月
」
（
令
和
三
年
六
月
十
八
日
～
十
二
月
中
旬
）
に
お
い
て
展
示
公
開
す
る

展
示
作
品
・
資
料
に
つ
い
て
、
列
品
番
号
、
作
者
名
、
作
品
・
資
料
名
、
掲
載
誌
、
年
代
、
所
蔵
、
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
を
記
し
、
ま
た
、
翁
久
允
の
自
筆
資
料
お
よ
び
郷
土
文
化
誌
『
高
志
人
』
に
お
い
て
発
表
さ
れ
た

文
学
者
の
自
筆
原
稿
の
翻
刻
を
掲
載
す
る
も
の
で
す
。 

・
本
文
の
表
記
は
、
原
則
と
し
て
、
翻
刻
お
よ
び
引
用
に
つ
い
て
は
、
原
文
の
ま
ま
と
し
ま
し
た
。
た
だ

し
、
原
字
母
に
近
い
字
形
の
か
な
は
、
ひ
ら
が
な
、
ま
た
は
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の
部

分
は
、
現
行
通
用
字
体
を
用
い
ま
し
た
。 

・
翻
刻
は
、
翁
久
允
の
自
筆
資
料
は
、
展
示
に
関
わ
る
部
分
を
掲
載
し
ま
し
た
。
原
稿
は
、
全
文
を
掲
載
し

ま
し
た
。
改
行
は
原
則
と
し
て
原
文
の
ま
ま
と
し
、
丁
移
り
は
、
丁
終
わ
り
を
一
重
カ
ギ
（ 

」 

） 

で
示

し
ま
し
た
。
ま
た
、
原
稿
に
つ
い
て
は
『
高
志
人
』
と
の
異
同
を
（
※
）
を
付
し
て
記
し
ま
し
た
。
た
だ

し
、
字
体
、
区
切
り
符
号
、
ル
ビ
等
の
異
同
は
割
愛
し
ま
し
た
。
判
読
不
明
字
は
（
□
）
で
示
し
ま
し
た
。 

・
著
作
権
お
よ
び
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
は
配
慮
い
た
し
ま
し
た
が
、
お
気
づ
き
の
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

１ 

川
崎
順
二 

翁
久
允
宛
封
書
「
拝
啓 

新
春
」（
昭
和
五
年
一
月
二
十
三
日
付
） 

 

翁
久
允
旧
蔵
（
個
人
蔵
） 

便
箋
二
枚
、
封
筒
一
枚
。
墨
筆
。
翁
久
允
が
『
民
謡
音
楽
』
第
二
巻
第
一
号
（
一
九
三
〇
年
一
月
）

に
発
表
し
た
お
わ
ら
歌
詞
を
、
お
わ
ら
保
存
会
の
刊
行
物
に
掲
載
し
た
い
の
で
清
書
し
て
送
っ
て

も
ら
え
な
い
か
と
記
し
た
書
簡
。
翁
久
允
作
の
こ
の
お
わ
ら
歌
詞
は
、『
世
界
音
楽
全
集 

第
十
三

巻
き 

日
本
民
謡
曲
集
』（
春
秋
社
、
一
九
三
〇
年
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
書
簡
の
日
付
の
約
半
年
前
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
八
月
十
一
日
に
、
越
中
八
尾
民
謡
お
わ

ら
保
存
会
が
、
川
崎
順
二
を
中
心
に
発
足
し
た
。
翁
久
允
は
、
漫
画
家
の
麻
生
豊
、
画
家
の
水
木
伸

一
、
藤
田
健
次
ら
と
と
も
に
招
き
で
来
富
し
、
設
立
総
会
に
出
席
、
川
崎
邸
に
投
宿
し
た
。
八
尾
お

50 



令和 3 年度高志の国文学館ガイドペーパー 2 

 

わ
ら
資
料
館
に
は
、
こ
の
時
の
礼
状
を
は
じ
め
と
し
て
、
翁
久
允
か
ら
川
崎
順
二
に
宛
て
た
多
数
の

書
簡
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

 

２ 

川
崎
順
二 

翁
久
允
宛
封
書
「
啓
上 

桜
期
節
も
」（
昭
和
十
一
年
五
月
一
日
付
） 

翁
久
允
旧
蔵
（
個
人
蔵
） 

便
箋
一
枚
、
封
筒
一
枚
。
墨
筆
。
翁
久
允
作
の
戯
曲
集
『
釈
迦
如
来
』（
日
本
書
房
、
一
九
三
六

年
）
を
贈
ら
れ
た
こ
と
へ
の
礼
状
。
塵
入
り
和
紙
の
便
箋
に
は
、「
壷
中
庵
用
箋
」
と
印
刷
さ
れ
て

い
る
。
壷
中
庵
は
、
川
崎
順
二
の
雅
号
で
、
小
杉
放
庵
よ
り
贈
ら
れ
た
と
い
う
。
他
に
、
悦
堂
の
号

も
あ
る
。
翁
は
こ
の
年
の
九
月
、『
高
志
人
』
を
創
刊
。
川
崎
順
二
は
、
発
刊
記
念
会
に
参
加
し
た
。 

川
崎
は
、
詩
人
、
俳
人
、
歌
人
、
作
家
、
画
家
、
彫
刻
家
、
音
楽
家
、
舞
踊
家
、
芸
能
人
な
ど
、

各
界
で
活
躍
す
る
人
々
を
積
極
的
に
八
尾
に
招
い
て
も
て
な
し
、
実
際
に
お
わ
ら
を
見
て
も
ら
っ

た
う
え
で
、
歌
詞
の
制
作
を
依
頼
し
た
。
書
画
、
浄
瑠
璃
な
ど
を
た
し
な
む
趣
味
人
で
、
芸
術
文
化

に
造
詣
が
深
か
っ
た
川
崎
だ
が
、
自
分
で
は
人
前
で
お
わ
ら
を
披
露
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い

う
。
ま
た
、『
続
八
尾
町
史
』
に
よ
れ
ば
、
お
わ
ら
に
つ
い
て
は
「
お
わ
ら
は
プ
ロ
化
し
て
は
い
け

な
い
。
あ
く
ま
で
素
人
で
あ
る
こ
と
に
価
値
が
あ
る
。
」
と
常
に
周
囲
に
話
し
て
い
た
。 

川
崎
邸
に
は
、「
鱈
福
帳
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
和
紙
製
の
横
型
冊
子
が
あ
り
、
投
宿
し
た
文
人
墨

客
は
そ
れ
ぞ
れ
に
書
画
を
残
し
た
。
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）、
翁
久
允
は
『
高
志
人
』
第
二
十

巻
六
月
号
に
、
こ
う
記
し
て
い
る
。「
室
積
徂
春
、
邦
枝
完
二
ら
と
や
つ
て
来
た
と
き
に
初
め
て
作

つ
た
「
鱈
腹
帳
」
は
あ
れ
か
ら
十
数
年
間
に
、
ほ
ん
と
に
タ
ラ
フ
ク
帖
に
な
つ
て
い
る
。
自
分
も
一

筆
加
え
る
」。
室
積
、
邦
枝
ら
と
八
尾
を
訪
れ
た
の
は
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
九
月
の
こ
と

で
あ
っ
た
。 

「
鱈
福
帳
」
を
含
め
、
川
崎
順
二
の
も
と
を
訪
れ
た
文
人
た
ち
の
関
連
資
料
や
作
品
、
お
わ
ら
保

存
会
の
歴
史
が
つ
ま
っ
た
資
料
群
は
、
現
在
、
川
崎
邸
跡
に
建
て
ら
れ
た
八
尾
お
わ
ら
資
料
館
に
収

蔵
・
展
示
さ
れ
て
い
る
。 

展
示
資
料
１
、
２
を
含
め
、『
高
志
人
』
創
刊
以
前
の
翁
久
允
と
川
崎
順
二
の
書
簡
は
、
須
田
満

「
翁
久
允
と
川
崎
順
二
―
「
高
志
人
」
創
刊
ま
で
の
往
復
書
簡
」（
『
と
や
ま
文
学
』
第
三
十
九
号
、

二
〇
二
一
年
三
月
）
に
全
文
の
翻
刻
と
詳
し
い
解
説
が
あ
る
。 

   

３ 

福
田
正
夫 

原
稿
「
高
志
行
脚
即
興
三
篇
」（
『
高
志
人
』
第
二
巻
第
二
号
（
昭
和
十
二
年
二
月
） 

掲
載
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

翁
久
允
旧
蔵
（
個
人
蔵
） 

 

原
稿
用
紙
三
枚
、
ペ
ン
書
き
。
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
一
月
、
翁
久
允
は
、
詩
人
の
福
田
正

夫
、
白
鳥
省
吾
、
吉
澤
獨
陽
と
と
も
に
富
山
か
ら
汽
車
で
八
尾
を
訪
れ
た
。
一
行
は
川
崎
順
二
邸
に

一
泊
し
、
お
わ
ら
節
を
堪
能
し
た
。
福
田
は
、
三
篇
の
詩
を
通
じ
て
雪
の
情
景
を
記
し
て
い
る
が
、

八
尾
に
つ
い
て
は
「
町
を
心
を
一
つ
と
し
て 

う
た
に
生
く
る
は
う
れ
し
き
を
」
と
記
し
、
う
た
の

町
で
あ
る
こ
と
を
強
く
印
象
づ
け
る
。 

 

〔
本
文
〕 

高
志
行
即
興
三
篇 

 
 

 

福
田
正
夫 

 

〇 

う
す
雪
の
越
後
過
ぎ
來
て 

曉
を
富
山
は
晴
れ
ぬ 

遠
山
脈
を
う
ち
見
れ
ば 

こ
ゝ
ろ
も
つ
よ
く
躍
る
か
な
。 

 

あ
ゝ
立
山
の
大
根
雪 

落
ち
く
る
水
の
河 か

は

川
を 

わ
た
れ
ど
い
ま
だ
ほ
の
ぼ
の
と 

越
中
平
野
の
ゆ
め
深
し 

 
明
日
は
晴
れ
か
や
曇
り
か
や 

雨
か
小
雪
か
吹
雪
か
や 

旅
人
な
れ
ば
な
に
ご
と
も 

た
ゞ
た
め
し
み
て
ゆ
か
む
は
ろ
ば
ろ
。 

 

〇 

雪
戀
ふ
越
に
來
て
み
れ
ば 

い
ま
や
雨
と
ぞ
な
れ
り
け
り 

※
『
高
志
人
』
に
は
、
冒
頭
「
正
月
六

日
、
大
阪
か
ら
金
澤
を
經
て
富
山
へ

入
る
。
八
尾
を
經
て
高
山
線
で
歸
京
」

と
あ
り
。 

ぐ 
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夕
ぐ
れ
宿
の
灯
の
下
に 

友
と
語
れ
ば
、
靜
か
な
る
。 

 

歌
に
慕 し

た

し
く
胸
ふ
か
く 

は
な
れ
て
ゐ
れ
ど
た
ゞ
ゆ
め
に 

生
き
て
心
を
通
は
せ
ば 

越
も
都
も
と
ほ
か
ら
ず
。 

 

あ
ゝ
、
立
山
の
雪
の
白 

 
 

 

※
『
高
志
人
』
で
は
「
雪
の
日
」 

北
風
や
が
て
雪
と
な
り 

一
望
鎧
々
魂
を 

洗
ふ
と
い
ふ
も
ふ
さ
は
し
や
。 

 

〇 

八
尾
の
里
に
來
て
み
れ
ば 

や
ゝ
に
雪
さ
へ
降
り
く
れ
ど 

い
の
ち
の
熱
き
お
わ
ら
ぶ
し 

き
け
ば
涙
の
こ
ぼ
る
か
な 

 

西
へ
東
へ
北
の
國 

わ
れ
は
さ
び
し
き
旅
人

も

の

な
れ
ど 

町
を
心
を
一
つ
と
し
て 

う
た
に
生
く
る
は
う
れ
し
き
を
。 

 

あ
ゝ
う
た
よ
八
尾
よ
お
わ
ら
ぶ
し 

う
た
に
傳
へ
し
日
の
本
の 

こ
ゝ
ろ
尊
し
い
の
ち
ご
ゑ 

な
ほ
も
き
ゝ
な
む
い
の
ち
ご
ゑ
。 

  

４ 

川
路
柳
虹 

原
稿
「
富
山
の
印
象
」（
『
高
志
人
』
第
四
巻
第
六
号
（
昭
和
十
四
年
六
月
）
掲
載
） 

翁
久
允
旧
蔵
（
個
人
蔵
） 

原
稿
用
紙
五
枚
、
ペ
ン
書
き
。
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
五
月
十
五
日
、
翁
久
允
、
詩
人
の
川

路
柳
虹
、
佐
藤
惣
之
助
、
小
説
家
の
横
山
美
智
子
は
、
越
中
八
尾
民
謡
お
わ
ら
保
存
会
の
招
待
で
八

尾
を
訪
れ
、
城
ヶ
山
で
お
わ
ら
節
と
踊
り
を
鑑
賞
し
た
。
そ
の
夜
、
一
行
は
川
崎
邸
に
宿
泊
し
歓
待

を
受
け
た
。『
高
志
人
』
第
四
巻
第
六
号
で
は
、
四
者
そ
れ
ぞ
れ
に
、
八
尾
の
印
象
を
詩
文
や
滞
在

記
と
し
て
記
し
て
い
る
。 

 

川
路
柳
虹
の
こ
の
原
稿
は
、『
高
志
人
』
で
は
「
富
山
と
八
尾
」
と
い
う
題
で
掲
載
さ
れ
た
。
川

路
は
、
文
中
、
川
崎
順
二
の
熱
意
に
触
れ
、
ま
た
、「
私
は
あ
の
唄
と
踊
り
が
八
ツ
尾
の
自
然
、
八

ツ
尾
の
坂
町
と
断
ち
切
り
難
い
關
聯
に
あ
る
こ
と
に
於
て
「
お
わ
ら
」
を
賞
美
す
る
。」
と
、
そ
の

風
土
性
に
魅
力
が
あ
る
と
記
し
て
い
る
。 

 

〔
本
文
〕 

富
山
の
印
象 

 
 

 
 

※
『
高
志
人
』
で
は
題
は
「
富
山
と
八
尾
」

 

 
 

 

川
路
柳
虹 

  

越
中
富
山
の
反
魂
丹
で
謳
は
れ
た
富
山
は
年
來 

の
藥
都
と
し
て
天
下
に
響
い
て
ゐ
る
こ
と
は
萬
々 

承
知
し
て
ゐ
た
が
、
新
し
き
富
山
は
見
ぬ
ま
で
は 

そ
の
都
會
的
要
素
を
全
然
考
へ
の
外
に
し
て
ゐ
た
。 

 

新
潟
と
金
澤
と
は
前
に
も
一
二
度
訪
れ
た
が
汽 

車
で
素
通
り
す
る
富
山
は
外
か
ら
見
る
の
と
、
中 

へ
入
つ
て
み
る
と
で
は
雲
泥
の
相
違
で
あ
る
と
思
つ 

た
。 

 
藥
都
と
し
て
の
富
山
は
あ
の
堅
固
な
上
蔵
造
で 

代
表
さ
れ
、
明
治
日
本
型
の
最
も
立
派
な
―
―
今
見 

て
も
决
し
て
混
血
兒
の
文
化
住
宅
や
薄
つ
ぺ
ら
な 

化
粧
煉
瓦
の
商
舗
な
ど
に
は
全
然
見
ら
れ
な
い
堅 

固
な
美
が
備
は
つ
て
ゐ
る
。 

今
東
京
で
は
わ
づ
か 

に
日
本
橋
の
一
角
、
室
町
や
鉄
砲
町
あ
た
り
の
問 
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屋
筋
に
殘
つ
て
ゐ
る
だ
け
で
、
も
う
全
然
そ
の
影
を 

ひ
そ
め
た
明
治
文
化
の
遺
産
を
こ
ゝ
で
格
段
に 

美
し
い
姿
で
見
ら
れ
た
こ
と
は
何
よ
り
嬉
し
か
つ 

 
 

」 

た
。 

 

だ
が
こ
ゝ
に
も
新
し
い
ア
メ
リ
カ
文
化
が
浸
潤
し
て 

「
宮
市
大
丸
」
の
如
き
「
電
ビ
ル
」
の
如
き
能
率
的
、
近 

代
建
築
が
聳
ゆ
る
に
至
つ
て
ゐ
る
。
こ
れ
も
東
京 

と
同
じ
こ
と
だ
。 

日
本
の
舊
文
明
が
こ
の
近
代
主
義
に 

※
『
高
志
人
』
で
は
「
舊
文
化
」 

脆
く
も
膝
を
屈
せ
ざ
る
を
得
な
い
理
由
は
、
し
か
し 

單
に
「
建
築
の
様
式
」
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
。
そ 

の
背
後
の
商
業
文
化
、
資
本
文
化
が
然
ら
し
め 

る
の
だ
か
ら
何
と
言
つ
て
も
そ
の
動
き
は
必
然
で
あ 

る
。 

東
京
が
然
る
如
く
日
本
の
地
方
都
市
が
そ 

の
通
り
の
影
響
を
う
け
て
ゐ
る
。 

 

宮
市
大
丸
や
電
ビ
ル
を
「
在
ら
し
め
」
て
ゐ
る
も
の
は 

実
に
こ
の
汪
盛
な
資
本
主
義
文
明
の
偉
力
に 

他
な
ら
な
い
。 

煙
突
の
林
立
す
る
冨
山
の
一
角
を 

よ
く
凝
視
す
る
こ
と
だ
。 

水
力
電
気
の
經
濟
的 

能
率
的
機
能
に
よ
つ
て
潑
剌
た
る
生
產 

の
實
を
擧
げ
て
ゐ
る
工
業
都
市
富
山
の
存
在
が 

手
工
業
的
藥
都
、
封
建
的
藥
都
の
ア
ウ
ス
・
バ 

ウ
と
し
て
の
し
か
ゝ
つ
て
ゐ
る
。 

そ
れ
は
ま
た
藥
都
の 

変
貌
を
齎
ら
し
め
る
と
同
時
に
一
切
の
原
動 

 

」 

力
と
し
て
存
在
し
て
ゐ
る
。 

不
二
越
の
如
き
大
工
塲 

が
こ
の
軍
需
景
気
の
原
動
力
た
る
存
在
を
示 

す
と
共
に
、
そ
の
生
產
と
冨
は
宮
市
大
丸
の
如
き 

消
費
面
に
華
を
咲
か
す
の
で
あ
る
。 

 

つ
ま
り
こ
の
地
方
の
一
都
市
も
决
し
て
美
し
い 

自
然
の
背
景
と
何
ら
か
ゝ
は
り
な
く
生
產
そ
れ
自 

身
に
よ
つ
て
健
康
に
伸
び
る
の
で
あ
る
。 

田
園
日 

 

※
『
高
志
人
』
で
は
「
健
氣
」 

本
が
段
々
に
影
を
沒
し
て
煙
突
の
日
本
、
工
業
の
日 

本
が
大
陸
を
抑
へ
る
の
も
必
然
が
こ
ゝ
に
も
見
ら
れ
る
。 

立
山
連
峯
は
詩
の
如
く
清
ら
か
な
白
雪
に
輝 

い
て
ゐ
る
が
恐
ら
く
そ
の
美
は
冨
山
の
冨
の
何
百 

分
の
一
を
も
生
産
せ
し
め
な
い
で
あ
ら
う
。 

 

夕
日
に
輝
く
立
山
連
峯
を
汽
車
中
か
ら
眺
め 

て
十
年
の
昔
に
瑞
西
か
ら
伊
太
利
へ
向
ふ
旅
で
み
た 

ア
ル
プ
ス
の
一
角
の
夢
を
追
っ
た
。 

山
は
女
神
の 

如
く
永
遠
の
美
に
恍
惚
た
る
面
貌
を
示
し
て
ゐ
る
。 

自
分
は
車
窓
か
ら
う
つ
と
り
と
眺
め
て
ゐ
た
。
す 

る
と
二
人
の
若
い
女
性
が
突
然
車
内
へ
に
こ
や
か
に
入
つ 

て
き
た
。 

Ｙ
女
史
と
自
分
に
「
署
名
を
し
て 

く
れ
」
と
言
つ
て
小
さ
な
本
を
差
出
し
た
。 

 

」 

 

「
綺
麗
で
す
ね
、
今
日
は
す
つ
か
り
山
が
見
え
ま
す 

ね
」
自
分
は
山
の
方
を
見
て
た
ゞ
感
嘆
し
て
ゐ
た
が 

そ
の
女
性
は
「
い
つ
も
見
て
ゐ
る
の
で
何
と
も
思
い
ま
せ 

ん
わ
」
と
そ
つ
け
な
く
言
つ
た
。 

 

こ
れ
ほ
ど
の
自
然
の
美
に
親
炙
し
て
ゐ
な
が
ら 

日
常
の
生
活
か
ら
は
す
つ
か
り
「
自
然
」
が
忘
ら
れ 

て
終
ふ
の
だ
。 

こ
れ
は
た
ゞ
に
こ
の
女
性
だ
け
で
は
な
い
、 

 

※
『
高
志
人
』
で
は
「
た
ゞ
こ
の
」 

近
代
文
明
機
械
文
明
に
馴
れ
て
終
ふ
吾
々
の
感
覚 

が
ナ
マ
な
自
然
か
ら
の
魅
惑
に
自
然
痲
痺
し
て 

終
ふ
結
果
で
あ
る
。 

 
八
尾
の
町
で
お
わ
ら
節
と
踊
を
見
た
。 

川
崎
博
士 

は
唯
一
の
、
熱
情
を
以
て
こ
の
「
お
わ
ら
」
の
パ
ト
ロ
ネ 

※
『
高
志
人
』
で
は
「
パ
ト
ロ
ナ
ー
ジ
」 

ー
ジ
を
企
て
ゝ
を
ら
れ
る
保
護
者
で
あ
る
。 

私
は
あ 

の
唄
と
踊
り
が
八
ツ
尾
の
自
然
、
八
ツ
尾
の
坂
町
と 

断
ち
切
り
難
い
關
聯
に
あ
る
こ
と
に
於
て
「
お
わ
ら
」 

を
賞
美
す
る
。 

「
お
わ
ら
」
は
富
山
の
町
中
で
藝
者
か 

ら
歌
は
れ
て
も
さ
ほ
ど
の
感
興
は
な
い
。 

一
度
あ
の 
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坂
町
の
空
気
、
井
田
川
の
水
光
と
山
容
の
美
と
に
圍 

ま
れ
た
中
で
聞
い
て
は
じ
め
て
「
い
の
ち
」
を
感
ず
る
。 

そ
れ
は
遠
い
父
祖
の
「
う
ぶ
す
な
の
土
」
か
ら
生
れ
た 

」 

聲
だ
か
ら
で
あ
る
。 

そ
こ
に
は
恒
久
の
生
命
が 

波
う
つ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

あ
の
八
ツ
尾
の
町
並
は
實
に
素
樸
で
古
雅
で 

 

※
『
高
志
人
』
で
は
「
八
尾
」、「
素
朴
」 

あ
る
。
あ
の
形
態
は
ど
こ
ま
で
も
保
存
さ
れ
た
い
。
そ 

れ
が
冨
山
の
市
的
生
產
に
對
す
る
唯
一
の
田
園
的 

冨
の
誇
り
で
も
あ
る
。 

「
特
色
を
持
て
！
」
そ
れ
は
誰 

※
『
高
志
人
』
で
は
「
も
て
」 

に
も
言
ひ
た
い
こ
と
だ
。
誰
も
が
レ
デ
イ
メ
イ
ド
の
洋
服
を 

き
て
終
ふ
か
ら
誰
も
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
見
え
て
終
ふ
。 

こ
れ
は
悲
し
い
こ
と
だ
。 

 

５ 

長
谷
川
伸 

原
稿
「
小
原
節
と
『
一
本
刀
土
俵
入
』」（
『
高
志
人
』
第
七
巻
第
十
号
（
昭
和
十 

七
年
十
月
）
掲
載
） 

翁
久
允
旧
蔵
（
個
人
蔵
） 

 

原
稿
用
紙
七
枚
、
ペ
ン
書
き
。
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
九
月
一
日
、
小
説
家
・
劇
作
家
の
長

谷
川
伸
は
、
本
山
荻
舟
、
土
師
清
二
、
梶
野
悳
三
、
森
健
二
と
と
も
に
、
お
わ
ら
風
の
盆
に
あ
わ
せ

て
八
尾
を
訪
れ
、
川
崎
順
二
邸
に
投
宿
し
た
。 

 

「
一
本
刀
土
俵
入
」
は
、
長
谷
川
伸
作
の
戯
曲
で
、
横
綱
に
な
り
損
な
っ
て
博
徒
と
な
っ
た
駒
形

茂
兵
衛
が
、
十
年
前
に
恩
を
受
け
た
お
蔦
と
そ
の
家
族
の
窮
地
を
救
う
と
い
う
筋
の
股
旅
物
で
あ

る
。
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
六
月
に
東
京
劇
場
で
初
演
。
歌
舞
伎
、
前
進
座
、
新
国
劇
、
映
画
、

大
衆
演
劇
な
ど
で
し
ば
し
ば
上
演
さ
れ
人
気
を
博
し
た
。 

 

駒
形
茂
兵
衛
は
、
親
方
に
追
い
出
さ
れ
困
り
果
て
て
い
た
と
こ
ろ
、
常
陸
の
取
手
宿
（
現
在
の
茨

城
県
取
手
市
）
の
あ
び
こ
屋
で
酌
婦
と
し
て
働
い
て
い
た
お
蔦
に
出
会
い
恩
を
受
け
る
。
お
蔦
は
、

帰
れ
ぬ
遠
い
故
郷
の
う
た
を
口
ず
さ
む
。
そ
れ
が
、「
お
ら
ち
や
友
達
や
な
た
ね
の
花
よ 

盛
り
す

ぎ
れ
ば
ヲ
ワ
ラ
ち
ら
ば
ら
と
」
と
い
う
お
わ
ら
節
で
あ
っ
た
。 

 

長
谷
川
は
、
こ
の
原
稿
に
お
い
て
、「
一
本
刀
土
俵
入
」
は
お
わ
ら
節
を
普
及
さ
せ
た
が
、
舞
台

で
の
お
わ
ら
節
は
十
分
な
も
の
で
は
な
い
と
記
す
。
そ
の
理
由
は
、「
八
尾
と
い
ふ
郷
土
の
色
を
他

郷
の
も
の
に
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
、“
故
郷
の
深
い
味
”」
に
あ
る
と
い
う
。
末
尾
に
は
「
今
度
、

『
一
本
刀
土
俵
入
』
が
私
の
心
に
ぴ
た
り
と
し
た
上
演
の
機
會
が
き
た
ら
、
序
幕
の
あ
く
前
に
川
崎

順
二
医
博
を
煩
は
し
て
本
物
の
小
原
節
を
聞
か
せ
て
み
た
い
と
思
ふ
。
さ
う
し
た
ら
小
原
節
の
も

つ
郷
土
芸
術
の
ね
う
ち
と
共
に
、
こ
の
芝
居
が
も
う
一
ツ
良
き
響
き
を
立
て
る
だ
ら
う
と
思
つ
て

ゐ
る
」
と
記
し
、
お
わ
ら
節
は
八
尾
の
土
地
と
分
か
ち
が
た
い
こ
と
を
強
調
す
る
。 

 

〔
本
文
〕 

小
原
節
と
『
一
本

い
つ
ぽ
ん

刀
か
だ
な

土
俵
入

ど
へ
う
い
り

』 

 
 

 
 

長
谷
川
伸 

  

親
方
か
ら
銭
六
百
文
わ
た
さ
れ
、
ど
こ
へ
で
も
行
け 

と
、
旅
先
で
追
ひ
出
さ
れ
た
力
士
の
卵
の
駒
形
茂
兵 

ヱ
が
、
常
陸
の
取
手
宿
の
あ
び
こ
屋
の
酌
婦
お
蔦
に 

巾
着
ぐ
る
み
銭 ぜ

に

と
櫛 か

ん

簪 ざ
し

の
上
に
、
意 い

見
ま
で
貰
ふ 

と
い
ふ
処
が
、
私
の
『
一
本
刀
土
俵
入
』
と
い
ふ
戯
曲 

に
あ
る
。 

 

お
蔦 

 

取
り
的
さ
ん
、
お
前
も
お
母
さ
ん
が
恋 

 

し
い
の
だ
ね
え
。
夢 ゆ

め

を
よ
く
見
る
だ
ら
う
ね
え
。 

 

茂
兵
ヱ 

当
り
前
だ
。
姐
さ
ん
の
お
母
さ
ん
も
死
ん 

 

で
し
ま
つ
た
の
か
。 

 

お
蔦 

 

あ
た
し
の
お
袋
は
生
き
て
ゐ
る
の
さ
。 

 

茂
兵
ヱ 

そ
ん
な
ら
わ
し
よ
り
少
し
増
し
だ
。 

 

お
蔦 

 

な
あ
に
―
―
生
き
て
ゐ
た
と
て
、
ど
う
で 

 

滿 ま
ん

足
に
は
暮
し
ち
や
ゐ
な
い
に
極
ま
つ
て 

 

ら
あ
。 

 

茂
兵
ヱ 

ど
う
し
て
る
か
知
ら
な
い
の
か
。 

 
 

※
『
高
志
人
』
で
は
「
ど
う
し
て
ゐ
る
か
」 

 

お
蔦 

 
遠 と

ほ

い
ん
だ
よ
国
が
、
だ
も
の
判
り
や
し
な
い
。 

 

茂
兵
ヱ 

ど
こ
だ
。 

 

お
蔦 

 

信
濃
の
善
光
寺
様
よ
り
も
ツ
と
先
さ
。
越 

 

中
富
山
か
ら
南
へ
六
里
、
山
の
中
さ
。 
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茂
兵
ヱ 

信
州
か
ら
先
な
ら
、
わ
し
は
ま
だ
知
ら
な
い
。 

 
お
蔦 

 

（
思
い
出
し
て
泣
け
て
く
る
顏
を
隠
す
と
て
、 

 
う
し
ろ
向
き
に
な
り
声
を
低
め
て
唱
ひ
出
す
、 

 
故
郷
の
名
物
小
原
節
）
、
お
ら
ち
や 

 

友
達
や
、
な
た
ね
（
菜
種
）
の
花
よ
、
ハ
ど
ツ
こ 

 

い
し
よ
の
し
よ
。
盛
り
す
ぎ
れ
ば
ヲ
ワ
ラ
ち
ら 

 

ば
ら
と
。 

  

こ
れ
が
序
幕
に
あ
つ
て
大
詰
で
は
、
困
苦
の
う
ち 

に
辰
三
郎
と
い
ふ
男
に
、
節
を
立
て
、
一
人
子
の
お 

君
相
手
に
、
小
原
節
を
う
た
つ
て
飴 あ

め

を
賣
る
お
蔦 つ

た

の 

家
へ
、
年
久
し
く
し
て
歸
つ
て
き
た
辰
三
郎
に
降
り 

か
か
る
難
儀
を
、
前
の
取
り
的
の
後
身 

で
、
横
綱
に
な
り
損
ね
た
茂
兵
ヱ
が
尋
ね
て
き
て
、
身
を
挺 て

い

し
て
救
ひ
、『
あ
あ
、
お
蔦
さ
ん
、
十

年
前 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

に
櫛
簪
巾
着
ぐ
る
み
意
見
を
貰
つ
た
姐 あ

ね

さ
ん
に
、 

せ
め
て
、
見
て
貰
ふ
駒
形
の
し
が
ね
ひ
姿
の
、
こ
れ
が 

横
綱
の
土
俵
入
り
で
ご
ざ
ん
す
』、
と
い
ふ
の
が
幕
切
れ 

の
台
詞
だ
。
横
綱
に
な
り 

損
じ
た
茂
兵
ヱ
が
、
お
蔦
を
探
し
あ
て
る
手
蔓
に
な 

つ
た
の
が
、
序
幕
で
聞
い
た
小
原
節
と
い
ふ
事
に
な
つ
て
ゐ
る 

※
『
高
志
人
』
で
は
「
な
つ
て
ゐ
る
が
」

 

 

ま
あ
、
小
原
節
を
こ
の
程 

度
の
重
要
さ
に
使
つ
た
戯
曲
は
、
こ
の
他
に
は
な
い 

か
も
知
れ
な
い 

 

昭
和
の
初
め
ご
ろ
、
私
は
髙
山
線
が
岐
阜
か
ら
焼 や

け 

石
ま
で
し
か
な
い
時
、
雨
の
暗
夜
に
、
私
の
他
に
も
う 

一
人
の
乗
客
が
残
つ
た
だ
け
の
列
車
か
ら
駅
の
外
へ 

出
た
。
土
地
の
人
と
み
え
て
さ
ツ
さ
ツ
と
行
つ
て
し 

ま
つ
た
足
音
が
消
え
た
あ
と
に
、
独
り
残
つ
た
私
が
、
駅
に
居
合
せ
た 

自
動
車
の
人
に
深
切
に
し
て
貰
ひ
、
下
呂 

温
泉
へ
つ
れ
て
行
つ
て
貰
つ
た
し
か
も
五
十
銭
で
で
あ 

 
 

 

※
『
高
志
人
』
で
は
「
五
十
銭
で
あ
る
」

 

る
。
そ
れ
が
機
縁
で
書
い
た
の
が
戯
曲
『
中
山
七
里
』 

で
、
土
地
の
為
に
こ
れ
が
役
に
立
つ
た
さ
う
で
、
後
年
、 

盛
ん
な
る
歡
迎
を
う
け
、
今
で
も
下
呂
と
の
つ
な
が
り
が 

 
 

」 

浅
く
な
い
。
こ
の
戯
曲
は
東
京
で
尾
上
菊
五
郎
君
が
大
阪
で
坂
東
壽 

三
郎
君
が
故
河
合
武
雄
君
と
同
時
に
初
演
し
た 

 

下
呂
か
ら
小
阪
を
経
て
髙
山
へ
は
ひ
つ
た
そ
の
と
き
の
私
は
、
猪
の
谷
を 

越
え
て
富
山
へ
は
ひ
る
途
中
、
富
山
に
だ
い
ぶ
近
く
な 

※
『
高
志
人
』
で
は
「
だ
い
ぶ
ん
」 

つ
て
か
ら
、
ふ
と
耳
に
し
た
の
が
小
原
節
だ
つ
た
。
そ 

れ
を
『
一
本
刀
土
俵
入
』
に
使
つ
た
と
い
ふ
訳
で
あ
る
。 

 

”
お
ら
ち
や
友
達
や
な
た
ね
の
花
よ
盛
り
す
ぎ
れ
ば 

ち
ら
ば
ら
と
“
と
い
ふ
歌
詞
は
そ
の
と
き
聞
い
た 

も
の
の
如
く
で
も
あ
り
、
後
に
採
拾
し
た
も
の
の
如
く 

で
も
あ
り
、
確
な
る
記
臆
が
、
場
所
と
と
も
に
今
は
な
く 

な
つ
て
ゐ
る
。 

『
一
本
刀
土
俵
入
』
は
尾
上
菊
五
郎
君
が
初
演
し
、
大 

阪
で
は
坂
東
壽
三
郎
君
が
演
り
、
そ
の
後
、
新
国
劇 

の
島
田
正
吾
君
が
演
り
、
前
進
座
の
中
村
翫
右
ヱ 

門
君
が
あ
り
、
浅
草
で
梅
沢
昇
君
が
演
り
、
大
阪 

 
 

 
 

※
『
高
志
人
』
で
は
「
翫
右
ヱ
門
君
が
演 

で
は
市
川
小
太
夫
君
が
演
り
、
こ
の
間 

 
 

 
 

り
」 

当
人
か
ら
聞
い
た
の
だ
が
、
勝
見
庸
太
郎
君
も
演
つ 

た
し
、
ま
た
、
近
江
次
郎
君
と
か
何
と
か
彼
と
か
い
つ
た 

連
中
ま
で
が
、
云
つ
て
み
れ
ば
ど
の
く
ら
ゐ
演
っ
て
ゐ
る 

か
見
当
が
つ
か
な
い
ほ
ど
演
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
越
中
八 

」 

尾
の
小
原
節
普
及
は
こ
の
戯
演
上
演
だ
け
で
も
可
成
り
広
い
範
圍 ゐ

に
わ 

※
『
高
志
人
』
で
は
「
小
原
節
の
」 

た
つ
て
ゐ
る
。
そ
の
他
に
映
画
で
は
片
岡
千
惠
蔵
君
、 

長
谷
川
一
夫
君
（
林
長
二
郎
時
代
に
）
、
藤
井
貢
君
、 

が
や
り
、
浪
曲
で
は
広
沢
虎
造
君
、
春
日
井
梅
鶯
君
そ
の 

他
が
演
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
普
及
は
い
よ
い
よ
手
広
い
の
だ
が
、
小
原
節
の
佳
さ
を
普
及
し
た
こ
と
に



令和 3 年度高志の国文学館ガイドペーパー 7 

 

な
つ
て
ゐ
な
い 

と
い
ふ
の
は 

舞
台
で
も
そ
の
他
で
も
、
小
原
節
そ
の
も
の
は 

 
 

 

※
『
高
志
人
』
で
は
「
舞
台
で
も
」
～ 

一
ツ
も
う
ま
く
行
つ
て
ゐ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
菊
五
郎
君
初
演
の 

 
 

「
そ
の
も
の
は
」
ナ
シ 

と
き
な
ど
は
、
も
う
少
し
の
処
で
、
危
く
小
原
節
と
安 

來
節
を
勘
違
ひ
し
て
、
ア
ラ
エ
ツ
さ
さ
あ
と
い
ふ
唄 

を
や
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
つ
た
。
新
国
劇
は
お
蔦
の
役
が
久 

松
喜
世
子
君
で
、
そ
の
こ
ろ
大
阪
へ
行
っ
て
ゐ
た
八
尾 

か
冨
山
出
身
の
力
士
に
教
は
つ
て
唱
つ
た
の
で
形
だ 

け
は
一
應
つ
い
て
ゐ
た
。
前
進
座 ざ

は
河
原
崎
国
太
郎 

君
で
こ
れ
も
一
應
の
と
こ
ろ
小
原
節
に
な
つ
て
ゐ 

た
。
一
應
で
あ
つ
て
確
に
で
は
な
い
の
で
あ
つ
た 

映
画
の
方
は
録 ろ

く

音
が
自
在
だ
か
ら
、
唱
へ
る
人
に
あ
と
か
ら 

吹
込
ま
せ
る
テ
が
あ
る
。
だ
が
こ
れ
は
ど 

こ
の
も
矢
張
り
う
ま
く
行
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
。 

 

〇 

 

小
原
節
の
レ
コ
ー
ド
ば
か
り
数
枚
探
し
て
、
そ
れ 

を
聞
い
て
又
聞
き
し
て
、
戯
曲
に
使
っ
た
の
だ
か
ら
、 

越
前
福
井
、
加
賀
山
中
、
越
中
八
尾
、
さ
て
は
そ
の
他 

と
、
作
者
の
耳
に
小
原
節
は
あ
る
の
だ
が
、
不 

器
用
で
音
痴
な
私
に
は
そ
れ
を
活
か
す
こ
と 

が
出
來
な
か
つ
た
。
八
尾
の
は
眞
似
る
に
も 

眞
似
ら
れ
ず
、
ど
う
に
も
テ
が
つ
け
ら
れ
な
い
の
で
、 

結
果
は
小
原
節
の
レ
コ
ー
ド
を
買
ひ 

あ
つ
め
、
そ
の
中
か
ら
名
を
忘
れ
た
が
、
福
井
の
芸
者 

が
う
た
つ
た
の
が
、
一
番
眞
似
い
い
の
で
、『
一
本
刀 

土
俵
入
』
が
上
演
さ
れ
る
と
、
福
井
の
小
原
節
で
や 

る
方
が
い
い
八
尾
の
本
物
は
テ
が
つ
け
ら
れ 

ぬ
と
い
つ
も
い
つ
た
も
の
で
あ
る 

 

今
で
も
そ
れ
を
さ
う
思
ふ
こ
と
に
変
り
は
な
い 

  

今
年
の
風
の
盆
に
友
達
四
人
と
、
八
尾
に
案
内
さ 

れ
て
本
物
を
心
ゆ
く
ば
か
り
聞
か
せ
て
貰
つ
た
が
、 

テ
が
つ
け
ら
れ
ぬ
と
い
ふ
考
へ
方
は
矢
張
り
変 

へ
る
こ
と
が
出
來
な
い 

手
が
つ
け
ら
れ
ぬ
と
は
八
尾
と
い
ふ
郷
土
の
色
を
他
郷
の
も
の
に
は
ど

う
に
も
な
ら
な
い
、”
故
郷
の
深
い
味
“
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る 

 

私
は
ず
ツ
と
前
、
独
り
出
雲
に
旅
し
て
、

境
さ
か
い

湊
で
大 

雨
に
あ
ひ
、
勝
手
は
知
れ
ず
困
つ
て
ゐ
る
と
き
、
聞
い 

」 

※
『
高
志
人
』
で
は
「
聞
い
た
」 

 
 

 
 

 

 

安
來
節
の
三
味
線
の
音
に
、
ぞ
く
り
と
襟
許
が
冷
た 

く
な
る
ほ
ど
の
哀
愁
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
戯
曲 

に
そ
れ
を
使
ひ
た
く
な
つ
て
、
後
年
、
そ
の
音 ね

を
再
び 

※
『
高
志
人
』
で
は
「
音
を
雨
で
」 

聞
か
う
と
思
ひ
、
安
來
節
レ
コ
ー
ド
を
可
成
り
あ 

つ
め
た
が
、
私
の
聞
い
た
音
に
ぶ
ツ
か
ら
な
い
、
そ
れ
か 

ら
も
絶
ゑ
ず
漁
つ
て
、
た
う
と
う
以
前
筑
前
琵
琶
を
や 

つ
た
こ
と
が
あ
る
芸
者
で
何
と
か
い
ふ
人
の
レ
コ
ー
ド 

か
ら
、
求
め
る
音
を
漸
く
聞
く
こ
と
が
出
來
た 

 

鷲 わ
し

の

印
し
る
し

が
つ
い
て
ゐ
る
疵
だ
ら
け
の
怖
し
く
古
い
盤 

だ
つ
た
。
妙
な
も
の
で
求
め
た
音 ね

に
は
ぶ
ツ
か
つ 

た
が
、
私
の
頭
の
中
か
ら
は
安
來
節
を
使
ふ
戯 ぎ

曲
に 

熱
情
が
去
つ
て
ゐ
て
、
ど
う
に
も
戻
つ
て
こ
な
い
の
で 

そ
の
侭
に
な
つ
て
ゐ
る
。
八
尾
の
小
原
節
の
三
味
線
の 

音 ね

に
は
今
い
つ
た
音 ね

よ
り
も
ツ
と
深
い
も
の
が
あ
る
。 

そ
れ
だ
か
ら
私
の
い
ふ
テ
が
つ
け
ら
れ
な
い
で
あ
る
。 

 
〇 

 

今
度
、『
一
本
刀
土
俵
入
』
が
私
の
心
に
ぴ
た
り
と
し
た 

上
演
の
機 き

會
が
き
た
ら
、
序
幕
の
あ
く
前
に
川
崎
順
二
医
博
を
煩
は
し
て
本
物
の 

小
原
節
を
聞
か
せ 
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そ
れ
か
ら
芝
居
へ
は
い
つ
て
み
た
い
と
思
ふ
。
さ
う
し
た
ら
小
原
節
の
も
つ 

郷
土
芸
術
の
ね
う
ち
と
共
に
、
こ
の
芝
居
が
も
う
一
ツ 

良
き
響
き
を
立
て
る
だ
ら
う
と
思
つ
て
ゐ
る
。 

 

６ 

川
崎
順
二
と
林
秋
路
の
共
作
に
よ
る
掛
軸 

 
 

 

高
志
の
国
文
学
館
蔵 

 

林
秋
路
作
の
お
わ
ら
歌
詞
を
川
崎
順
二
が
墨
書
し
、
そ
れ
に
秋
路
が
お
わ
ら
を
踊
る
女
性
の
彩

色
画
を
添
え
た
作
品
。『
お
わ
ら
と
林
秋
路
―
風
の
盆
の
画
家
』
展
図
録
（
高
志
の
国
文
学
館
、
二

〇
一
七
年
）
所
収
。 

 

〔
本
文
〕 

花
を
見
た
よ
な
覚
え
か
な
い
か 

 

た
し
か
酔
ふ
た
は 

お
わ
ら 

花
見
酒 

 

為
林
秋
路
氏 

壷
中
庵
（
印
） 

 

７ 

翁
久
允 

小
谷
惠
太
郎
宛
便
箋
複
写
控
「
拝
啓 

先
日
ハ
」
（
昭
和
二
十
年
二
月
二
十
日
付
） 

 

翁
久
允
旧
蔵
（
個
人
蔵
） 

 

一
冊
。
こ
の
冊
子
は
、
翁
久
允
の
書
簡
控
え
で
あ
る
。
コ
ク
ヨ
の
商
品
で
、
表
紙
に
「
便
箋
複
寫

簿
」
と
印
字
さ
れ
て
お
り
、
カ
ー
ボ
ン
紙
で
複
写
し
て
控
え
を
残
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 

小
谷
惠
太
郎
（
契
月
）
宛
て
の
こ
の
書
簡
は
、
高
志
社
創
立
総
会
へ
の
出
席
を
依
頼
す
る
も
の
で

あ
る
。
こ
の
頁
の
前
後
を
見
る
と
、
こ
の
書
簡
の
前
の
頁
は
、
川
崎
順
二
宛
の
出
席
依
頼
で
あ
る
。

八
尾
か
ら
高
志
社
同
人
と
な
っ
た
の
は
、
川
崎
順
二
、
小
谷
惠
太
郎
、
玉
生
寛
治
の
三
名
で
あ
っ
た
。

が
、
数
日
後
の
川
崎
宛
の
書
簡
控
え
か
ら
、
川
崎
、
小
谷
と
も
に
総
会
は
欠
席
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
文
中
、「
東
京
か
ら
高
志
社
同
人
に
な
つ
て
頂
く
御
相
談
を
御
願
し
た
が
」
と
あ
る
が
、
翁

は
『
高
志
人
』
創
刊
以
来
、
昭
和
二
十
年
三
月
末
に
富
山
に
疎
開
す
る
ま
で
、
富
山
と
東
京
を
半
月

ず
つ
行
き
来
し
て
仕
事
を
続
け
て
い
た
。 

 

高
志
社
は
、
戦
時
中
の
雑
誌
統
合
に
よ
り
、
翁
久
允
が
主
宰
す
る
『
高
志
人
』
の
発
行
元
で
あ
る

高
志
人
社
を
含
め
た
県
内
六
団
体
を
統
合
し
た
組
織
で
、
昭
和
十
九
年
六
月
か
ら
昭
和
二
十
年
六

月
ま
で
雑
誌
『
高
志
』
を
刊
行
し
た
。
高
志
社
創
立
総
会
は
、
昭
和
二
十
年
二
月
二
十
七
日
に
開
催

さ
れ
た
。『
高
志
』
第
二
巻
第
三
号
（
昭
和
二
十
年
三
月
）
に
は
、
高
志
社
同
人
四
十
名
の
氏
名
と
、

う
ち
十
八
名
が
総
会
に
出
席
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

川
崎
順
二
は
、
昭
和
十
一
年
九
月
十
六
日
、『
高
志
人
』
の
創
刊
に
際
し
て
発
刊
記
念
会
に
参
加

し
、
ま
た
、
戦
後
、「
八
尾
高
志
人
会
」
結
成
の
折
に
は
、
川
崎
順
二
、
小
谷
契
月
は
じ
め
、
多
く

の
人
が
名
を
連
ね
た
。 

 

書
簡
末
尾
に
「
吉
井
君
を
よ
ろ
し
く
御
願
い
し
ま
す
」
と
記
さ
れ
る
の
は
、
二
月
十
日
に
八
尾
に

疎
開
し
た
歌
人
の
吉
井
勇
の
こ
と
で
あ
る
。
吉
井
は
、
六
月
か
ら
小
谷
契
月
の
自
宅
に
夫
妻
で
身
を

寄
せ
る
こ
と
と
な
り
、
終
戦
を
迎
え
た
。 

 

８ 

「
八
尾
高
志
人
會 

結
成
」（
昭
和
二
十
二
年
一
月
二
十
五
日 

「
高
志
人
出
席
者
名
簿
（
壱
）」

よ
り
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

翁
久
允
旧
蔵
（
個
人
蔵
） 

 

一
冊
。
墨
筆
。
こ
の
冊
子
は
、
翁
久
允
の
も
と
を
訪
れ
た
人
々
が
自
筆
で
氏
名
を
書
き
入
れ
た
名

簿
で
あ
る
。
「
八
尾
高
志
人
會 

結
成
」
と
記
さ
れ
た
こ
の
頁
は
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）

一
月
二
十
五
日
、
八
尾
西
町
の
料
亭
「
一
力
亭
」
に
お
い
て
、『
高
志
人
』
八
尾
支
部
会
が
結
成
さ

れ
た
折
の
も
の
で
、
壷
中
庵
（
川
崎
順
二
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
林
秋
路
、
小
谷
惠
太
郎
（
契
月
）

ら
、
八
尾
の
文
化
を
担
う
人
々
が
出
席
し
、
そ
れ
ぞ
れ
自
筆
で
記
名
し
て
い
る
。
末
尾
に
は
、「
銚

子
か
は
り
は
何
時
で
も
よ
い
が 

心
變
り
は
お
わ
ら
い
つ
も
い
や
」
と
い
う
お
わ
ら
歌
詞
が
記
さ

れ
て
お
り
、
う
ち
と
け
た
場
の
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
歌
詞
は
、
大
正
年
間
の
も
の
と
さ
れ

る
「
大
藁
節
歌
集
」（
『
お
わ
ら
の
記
憶
』（
桂
書
房
、
二
〇
一
三
年
）
所
収
。
原
本
は
八
尾
お
わ
ら

資
料
館
蔵
）
に
記
さ
れ
る
古
謡
で
あ
る
。 

 

『
高
志
人
』
は
、
戦
時
中
、
『
高
志
』
と
改
称
し
て
刊
行
を
続
け
た
が
、
戦
況
の
悪
化
に
よ
り
、

昭
和
二
十
年
六
月
以
降
刊
行
を
停
止
し
て
い
た
。
戦
後
、
昭
和
二
十
一
年
三
月
に
復
刊
号
を
刊
行
。

八
尾
支
部
会
は
、
戦
争
に
よ
っ
て
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
『
高
志
人
』
の
活
動
を
再
開
す
る
な
か

で
結
成
さ
れ
た
。『
高
志
人
』
第
十
二
巻
三
月
号
（
昭
和
二
十
二
年
三
月
）
に
は
、
当
日
の
次
第
や

出
席
者
、
ま
た
、
同
日
開
催
さ
れ
た
翁
久
允
講
演
会
の
要
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

〔
本
文
〕 

八
尾
高
志
人
會 

 
 

結
成 

 

二
十
二
年
一
月
二
十
五
日 

 
 

於 

一
力
亭 
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✓ 

壷
中
庵 

 
 

 
✓ 

林
秋
路 

 
 

 
✓ 

太
田
兵
吉 

 
 

 

✓ 
松
本
七
兵
衞 

 
 

 

✓ 

林
昌
幸 

 
 

 

✓ 

小
谷
惠
太
郎 

 
 

 

✓ 

熊
野
安
藏 

 
 

 

✓ 

宮
田
和
三
郎 

 
 

 

✓ 

桝
山
宏 

 
 

 

✓ 

長
谷
川
剣
星 

 
 

 

✓ 

數
納
平
三
郎 

 
」 

 
 

 

✓ 

長
谷
川
洪
越 

 
 

 

✓ 

玉
生
寛
治 

 
 

 

✓ 

原
秀
一 

 
 

 

✓ 

金
厚
伴
二 

 
 

 

✓ 

長
谷
川
弘 

 
 

 

✓ 

長
谷
川
彥
次
郎 

一
力
主
人 

別
格 

✓ 

白
川
理
一
郎 

 
 

 

✓ 

摩
島
廣
次 

 

」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

秀
壹 

銚
子
か
は
り
は
何
時
で
も
よ
い
が 

心
變
り
は
お
わ
ら
い
つ
も
い
や 
 

 

９ 

翁
久
允 

自
筆
冊
子
「
太
稚
庵
写
帖 

四
」 

翁
久
允
旧
蔵
（
個
人
蔵
） 

一
冊
。
墨
筆
。「
太
稚
庵
写
帖 

四
」
は
、
翁
久
允
が
書
画
や
詩
文
、
日
々
の
出
来
事
な
ど
を
書

き
留
め
た
自
筆
の
冊
子
。
昭
和
二
十
三
年
十
月
起
筆
。
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
四
月
、
福
田

正
夫
と
子
息
の
福
田
達
夫
と
と
も
に
八
尾
を
訪
れ
、
川
崎
順
二
邸
に
一
泊
し
た
折
の
画
や
俳
句
が

残
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
太
稚
庵
写
帖 

四
」
に
よ
れ
ば
、
八
尾
到
着
後
の
夕
方
、
城
ヶ
山
公
園
を
散
歩
し
、
そ
の
後
、

鏡
町
の
料
亭
「
杉
下
楼
」（
現
在
の
八
尾
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
分
館
杉
風
荘
）
で
お
わ
ら
保
存

会
幹
部
に
よ
る
歓
迎
会
が
あ
り
、
川
崎
順
二
、
小
谷
契
月
、
玉
生
寛
治
、
林
秋
路
、
桝
山
宏
、
金
厚

伴
二
、
熊
野
安
藏
ら
が
参
加
し
た
。 

 

福
田
正
夫
「
春
十
日
富
山
の
旅
」（
『
高
志
人
』
第
十
四
巻
五
月
号
（
昭
和
二
十
四
年
五
月
）
）
に

は
、
即
興
で
作
っ
た
ら
し
い
お
わ
ら
歌
詞
が
記
さ
れ
て
い
る
。
蕎
麦
屋
「
高
野
」
で
の
一
節
を
引
用

す
る
。 

 
 

夕
方
杉
下
楼
に
て
饗
宴
深
夜
そ
ば
喰
べ
に
行
く
、
お
わ
ら
二
つ
「
た
か
の
」
に
て 

 
 

 
 

そ
ば
の
手
づ
く
り
八
尾
で
喰
べ
た 

み
な
で
飲
ま
う
か
玉
旭 

 
 

 
 

ひ
さ
し
ぶ
り
だ
よ
八
尾
の
人
情 

お
わ
ら
踊
ろ
か
町
中
で 

 

ま
た
、
翁
久
允
は
、
同
号
の
「
編
集
餘
語
」
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
福
田
正
夫
君
が
十

数
年
ぶ
り
で
越
中
を
訪
づ
れ
、
十
日
ば
か
り
遊
ん
で
歸
つ
た
。
八
尾
お
わ
ら
保
存
会
の
歌
詞
選
を
永

ら
く
や
つ
て
ゐ
た
関
係
で
八
尾
で
は
川
崎
会
長
初
め
是
非
來
て
く
れ
と
い
ふ
の
で
同
行
し
た
。
春

祭
の
前
日
で
、
町
の
若
い
衆
は
山
車
の
組
立
に
大
童
だ
つ
た
。
櫻
は
滿
開
で
城
ヶ
山
の
春
の
氣
分
を

抱
擁
し
て
ゐ
る
。（
略
）
八
尾
に
は
ま
だ
八
尾
情
緒
と
い
ふ
も
の
が
残
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
あ
の
雁

木
下
の
せ
ゝ
ら
ぎ
が
残
つ
て
る
か
ら
で
も
あ
ら
う
が
、
そ
の
せ
ゝ
ら
ぎ
の
音
の
中
か
ら
お
わ
ら
情

緒
が
連
想
さ
れ
る
か
ら
で
も
あ
る
。
川
崎
壺
中
庵
は
い
つ
行
つ
て
も
壺
中
庵
で
、
そ
し
て
秋
路
と
惠

月
が
い
つ
行
つ
て
も
秋
路
と
惠
月
で
あ
る
」。
翁
が
こ
こ
で
「
惠
月
」
と
記
し
た
の
は
、
小
谷
契
月

の
こ
と
で
あ
る
。 

 

〔
本
文
〕 

四
月
十
七
日
好
天 

 
 

福
田
正
夫
と
川
崎
壷
中
庵
を
訪
ふ 

 
［
画
（
山
な
み
）］ 

眞
白
の
薬
師
に
笑
ふ
桃
の
花 

 

」 

醫
師
會
の
流
れ 

 

［
画
「
丘
の
上
少
女
た
ち
」
］  

」 

 

［
画
「
卯
ノ
花
村
」
］ 

 

」 

夕
方
城
山
公
園
散
歩 

醫
師
會
の
連
中
醉
歩
マ
ン
サ
ン 
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杉
下
樓
に
て
オ
ワ
ラ
保
存
會
幹
部 

歡
迎
會
、
川
崎
、
小
谷
、
玉
生
、 

林
、
桝
山
、
長
谷
川
、
釜
田
、
松
原
、 

金
厚
、
熊
野
、 

八
尾
ら
し
き
歡
迎
席
上
、
達
夫
乱
醉 

狂
態
、 

高
野
柳
作
そ
ば
や
に
て
大
丼
三
杯
半 

」 

 
 

壷
中
庵
に
て 

摘
ん
で
ゆ
で
ゝ
食
ふ
べ
て
見
た
き
牡
丹
の
芽 

木
々
の
芽
に
の
び
よ

ぐ
と
太
鼓
の
音 
」 

四
月
十
九
日 

雨
、 

稀
に
來
し
福
田
と
籠
居
、
曇 

病
友
よ
さ
ら
ば
花
の
雨 

ま
れ
人
に
そ
ぐ
わ
ぬ
花
の
日
と
な
れ
り 

花
の
客
と
し
て
迎
へ
て
足
ら
ぬ
も
の 

」 

酒
の
ま
ぬ
な
か
ま
は
さ
び
し
花
の
旅 

む
か
し
花
に
醉
ひ
し
友
と
も
思
は
れ
ぬ 

花
あ
わ
れ
酒
の
ま
ぬ
友
と
あ
る
あ
わ
れ 

花
十
日
酒
を
か
わ
さ
で
わ
か
れ
け
り 

酒
の
ま
で
も
の
い
ふ
春
の
夜
ハ
う
と
し 

」 

 
 

四
月
二
十
日 

福
田
歸
京
の
朝 

朝
の
茶
や
囀
り
遠
く
又
近
く 

川
音
や
朝
の
茶
に
入
る
ま
だ
ら
花 

若
葉
し
て
ま
だ
ら

ぐ
や
□
桜 

 

」 

 
 

井
泉
水
よ
り
良
寛
の
句 

 
 

賣
弄
三
文
墨
一
波 

 

の
解
釈
來
る 

〇
賣
弄
三
文
雨
な
れ
ど
花
ハ
花 
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小
谷
惠
太
郎 

翁
久
允
宛
年
賀
状
（
昭
和
二
十
六
年
一
月
一
日
付
） 翁

久
允
旧
蔵
（
個
人
蔵
） 

 

葉
書
。
ペ
ン
書
き
。
翁
久
允
宛
の
年
賀
状
。
翁
久
允
旧
蔵
資
料
に
お
い
て
確
認
で
き
る
小
谷
惠
太

郎
（
契
月
）
か
ら
の
書
簡
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
年
と
翌
年
の
年
賀
状
の
二
通
で
あ
る
。
一
方
、

『
高
志
人
』
を
見
る
と
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
九
月
、
室
積
徂
春
、
邦
枝
完
二
、
渥
美
清
太

郎
の
来
富
を
き
っ
か
け
に
結
成
さ
れ
た
高
志
吟
社
の
句
会
に
、
小
谷
契
月
は
参
加
あ
る
い
は
投
句

し
て
い
る
（『
高
志
人
』
第
三
巻
第
十
号
、
十
一
号
、
十
二
号
）。
ま
た
戦
後
、
翁
久
允
の
手
帳
や
記

録
類
に
、
そ
の
名
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、「
高
志
人
社
出
席
者
名
簿
（
壱
）」
で
は
、

前
掲
の
「
八
尾
高
志
人
会
結
成
」
の
他
に
、
昭
和
二
十
二
年
六
月
と
十
月
に
合
計
四
度
、
翁
久
允
を

訪
問
し
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

 

翁
久
允
と
八
尾
の
人
々
と
の
関
わ
り
は
、
川
崎
順
二
と
の
交
友
が
第
一
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
し

て
そ
こ
に
は
、
翁
自
身
が
「
川
崎
壺
中
庵
は
い
つ
行
つ
て
も
壺
中
庵
で
、
そ
し
て
秋
路
と
惠
月
が
い

つ
行
つ
て
も
秋
路
と
惠
月
で
あ
る
」
と
記
し
た
よ
う
に
、
小
谷
契
月
や
林
秋
路
の
姿
が
変
わ
ら
ず
に

あ
っ
た
。 

 

小
谷
契
月
は
、
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
、
八
尾
町
西
新
町
の
商
家
に
生
ま
れ
た
。
本
名
、

惠
太
郎
。
善
知
鳥
と
も
号
す
。
少
年
の
頃
よ
り
詩
作
に
励
み
、
新
体
詩
、
民
謡
、
俳
句
、
舞
句
、
短

歌
、
脚
本
な
ど
幅
広
く
文
筆
活
動
を
行
い
、
ま
た
、
日
本
画
に
も
優
れ
た
。
著
書
に
民
謡
集
『
影
燈

籠
』
、『
仏
法
僧
』
な
ど
が
あ
る
。
お
わ
ら
保
存
会
の
創
設
に
尽
く
し
、
川
崎
順
二
の
片
腕
と
し
て
、

長
谷
川
剣
星
、
林
秋
路
ら
と
と
も
に
八
尾
の
文
化
の
中
心
的
存
在
と
し
て
活
躍
し
た
。 
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林
秋
路
〈
お
わ
ら
踊
り
〉
色
紙 

 

 

高
志
の
国
文
学
館
蔵 

林
秋
路
が
、
小
谷
契
月
作
の
お
わ
ら
歌
詞
を
墨
書
し
、
お
わ
ら
を
踊
る
女
性
の
彩
色
画
を
描
い
た

作
品
。『
お
わ
ら
と
林
秋
路
―
風
の
盆
の
画
家
』
展
図
録
（
高
志
の
国
文
学
館
、
二
〇
一
七
年
）
所

収
。 

 

〔
本
文
〕 

踊
り
つ
か
れ
て
あ
み
笠
敷
い
て 

草
を
枕
の 

オ
ワ
ラ 

盆
の
月 
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秋
路
（
印
） 

 

12 
川
崎
順
二 

翁
久
允
宛
葉
書
「
御
手
紙
拝
誦
」（
昭
和
三
十
年
五
月
十
二
日
消
印
） 

 

翁
久
允
旧
蔵
（
個
人
蔵
） 

 

ペ
ン
書
き
。『
高
志
人
』
が
創
刊
二
十
周
年
を
迎
え
る
の
を
機
に
、
各
地
に
支
部
を
設
置
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
川
崎
か
ら
翁
宛
て
の
こ
の
葉
書
は
、
八
尾
支
部
の
発
起
人
会
と
支
部
発
会
式
を
兼
ね

て
開
催
す
べ
く
、
日
程
を
尋
ね
る
も
の
。
実
際
に
は
、
六
月
七
日
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
川

崎
は
支
部
長
に
就
任
し
た
。
ま
た
、「
翁
先
生
は
同
夜
是
非
御
來
庵
を
乞
ふ
」
と
あ
り
、
親
交
が
し

の
ば
れ
る
。 

 

13 

翁
久
允 

自
筆
冊
子
「
東
西
南
北
」
（
昭
和
三
十
年
） 

翁
久
允
旧
蔵
（
個
人
蔵
） 

 

一
冊
。
墨
筆
。「
東
西
南
北
」
は
、
翁
久
允
が
、
自
身
の
活
動
記
録
を
メ
モ
書
き
し
た
自
筆
の
和

綴
本
で
あ
る
。
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
六
月
七
日
に
は
、
八
尾
高
等
学
校
で
の
講
演
内
容
の
項

目
を
記
し
、
同
日
午
後
、
川
崎
順
二
邸
で
休
憩
し
た
後
、『
高
志
人
』
の
八
尾
支
部
結
成
式
が
あ
っ

た
こ
と
、
ま
た
、
長
谷
川
弘
が
座
長
を
務
め
、
支
部
長
に
川
崎
順
二
が
就
任
し
、
八
尾
町
長
の
梅
谷

久
雄
と
県
議
会
議
員
の
玉
生
寛
治
が
祝
辞
を
述
べ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

『
高
志
人
』
第
二
十
巻
七
月
号
（
昭
和
三
十
年
七
月
）
の
翁
久
允
「
太
稚
庵
日
誌
」
を
見
る
と
、

六
月
七
日
午
前
十
時
か
ら
十
一
時
半
ま
で
、
生
徒
四
五
〇
名
を
対
象
に
「
青
年
の
ゆ
く
べ
き
道
」
に

つ
い
て
講
演
し
た
と
あ
る
。
ま
た
、
『
高
志
人
』
第
二
十
巻
第
六
号
（
昭
和
三
十
年
六
月
）
に
は
、

午
後
四
時
か
ら
、
八
尾
町
母
子
寮
修
養
室
で
行
わ
れ
た
八
尾
支
部
結
成
式
の
次
第
と
来
会
者
の
氏

名
、
支
部
長
川
崎
順
二
の
挨
拶
、
来
賓
の
祝
辞
、
翁
久
允
の
挨
拶
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

川
崎
順
二
は
、
挨
拶
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
私
は
翁
さ
ん
と
相
識
つ
て
か
ら
二

十
数
年
に
な
る
。
そ
し
て
中
央
の
文
壇
人
と
か
、
各
方
面
の
名
士
に
八
尾
町
を
紹
介
し
て
頂
き
、
お

わ
ら
節
等
の
郷
土
の
名
物
が
普
く
世
間
に
知
ら
れ
る
に
至
つ
た
の
で
、
い
は
ゞ
郷
土
の
恩
人
で
あ

る
」。 

 

ま
た
、
翁
久
允
の
挨
拶
の
言
葉
に
は
、
川
崎
と
の
親
交
の
き
っ
か
け
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
私

は
八
尾
町
と
非
常
に
深
い
ゆ
か
り
を
も
つ
て
い
る
。
そ
れ
は
私
が
昭
和
十
年
十
一
月
高
山
か
ら
越

中
入
し
八
尾
で
一
泊
し
た
時
に
、「
高
志
人
」
発
刊
を
思
い
立
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
亦
、
昭
和
四
年

に
川
崎
さ
ん
が
お
わ
ら
保
存
会
を
つ
く
ら
れ
た
時
、
東
京
の
友
人
達
を
紹
介
し
、
天
下
に
お
わ
ら
節

を
知
ら
し
め
る
機
縁
を
つ
く
つ
た
。
そ
れ
以
来
川
崎
氏
と
親
交
を
結
ん
だ
。
亦
、
八
尾
町
の
人
達
と

も
親
し
く
知
る
こ
と
が
出
来
た
。「
高
志
人
」
は
本
年
が
丁
度
二
十
周
年
に
な
る
。
そ
こ
で
友
人
達

の
す
ゝ
め
に
よ
り
、
地
方
に
支
部
を
設
け
、
富
山
県
を
一
丸
と
し
た
文
化
運
動
の
組
織
網
と
す
る
こ

と
に
し
た
の
で
あ
る
」
。 

 

翁
久
允
と
川
崎
順
二
は
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
、
越
中
八
尾
民
謡
お
わ
ら
保
存
会
の
設
立
総

会
を
き
っ
か
け
と
し
て
親
交
を
結
ん
だ
。
そ
の
交
友
は
、
お
わ
ら
風
の
盆
の
発
展
を
支
え
る
も
の
で

あ
っ
た
。 

 

〔
本
文
〕 

八
尾
高
等
学
校 

六
月
七
日
午
前
十
時 

世
界
と
日
本 

明
治
の
青
少
年 

洋
と
の
前
進 

幕
末
の
青
少
年 

殻
を
ひ
ら
く 

今
日
の
青
少
年 

絶
望 

明
日
の
青
少
年 

希
望 

 

八
尾
支
部
結
成
式 

 

 
 
 
 

六
月
七
日 

午
後
四
時 

一
時
か
ら
川
崎
邸
で
休
憩
、 

三
時
開
會
が
四
時
半
と
な
る 

長
谷
川
弘 

座
長 

支
部
長 

 

川
崎
順
二 

祝
辞 

 
 

梅
谷
久
雄 

 
〃 

 
 

 

玉
生 

 

14 
川
崎
順
二 

翁
久
允
宛
封
書
「
酷
暑
の
候
」
（
昭
和
三
十
二
年
八
月
三
日
消
印
） 

 

翁
久
允
旧
蔵
（
個
人
蔵
） 

 

便
箋
一
枚
、
封
筒
一
枚
。
ペ
ン
書
き
・
印
刷
。
翁
久
允
に
お
わ
ら
歌
詞
募
集
の
選
者
を
依
頼
す
る

内
容
。
筆
跡
は
川
崎
順
二
の
も
の
で
は
な
く
代
筆
と
思
わ
れ
る
。 

 

お
わ
ら
風
の
盆
の
開
催
に
あ
わ
せ
、
お
わ
ら
保
存
会
は
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
の
創
設
時
か
ら
、
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公
募
に
よ
る
新
し
い
お
わ
ら
歌
詞
の
募
集
を
行
っ
て
き
た
（
平
成
二
十
一
年
か
ら
休
止
）。
翁
久
允

は
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
以
降
、
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
、
毎
年
選
者
の
一
人
に
名
を
連
ね
た
。 

 

昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
六
月
二
日
、
小
谷
契
月
が
逝
去
。
川
崎
順
二
は
、
五
か
月
後
の
十

一
月
十
一
日
に
逝
去
し
た
。
翁
久
允
は
、「
太
稚
庵
は
だ
か
日
記
」（
『
高
志
人
』
第
三
十
七
巻
一
月

号
（
昭
和
四
十
七
年
一
月
）
）
十
一
月
十
二
日
の
項
に
、「
川
崎
順
二
の
死
が
報
ぜ
ら
れ
た
。
お
わ
ら

節
保
存
会
当
時
は
交
流
も
は
げ
し
か
っ
た
が
晩
年
は
相
逢
う
機
も
少
く
な
っ
て
い
た
。
何
か
と
思

出
深
し
」
と
記
し
た
。
翁
久
允
旧
蔵
資
料
に
は
、
川
崎
順
二
か
ら
の
昭
和
四
十
年
の
年
賀
状
が
残
さ

れ
て
い
る
。 

                      

［
参
考
文
献
］ 

『
民
謡
お
わ
ら
』（
越
中
八
尾
民
謠
お
わ
ら
保
存
会
歌
詞
部
、
一
九
四
九
年
） 

『
越
中
お
わ
ら
』（
富
山
県
民
謡
お
わ
ら
保
存
会
、
一
九
七
三
年
頃
） 

『
続
八
尾
町
史
』（
八
尾
町
役
場
、
一
九
七
三
年
） 

北
日
本
新
聞
社
編
集
局
編
『
越
中 

お
わ
ら
社
会
学
』（
北
日
本
新
聞
社
出
版
部
、
一
九
九
八
年
） 

神
島
達
郎
「
風
の
盆
を
育
ん
だ
「
越
中
お
わ
ら
中
興
の
祖
」
川
崎
順
二
」（『
越
中
人
譚Ⅲ

』
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
テ
レ
ビ
、
二
〇
〇
八
年
） 

お
わ
ら
を
語
る
会
編
『
お
わ
ら
の
記
憶
』（
桂
書
房
、
二
〇
一
三
年
） 

綿
引
香
織
「
企
画
展
「
風
の
盆 

深
奥
の
心
を
さ
ぐ
る
」（
『
高
志
の
国
文
学
館
年
報 

平
成
二
十
六
年

度
』
二
〇
一
七
年
十
一
月
） 

綿
引
香
織
責
任
編
集
『
開
館
五
周
年
記
念
企
画
展 

お
わ
ら
と
林
秋
路
―
風
の
盆
の
画
家
』（
高
志
の

国
文
学
館
、
二
〇
一
七
年
） 

長
尾
洋
子
『
越
中
お
わ
ら
風
の
盆
の
空
間
誌 

〈
う
た
の
町
〉
か
ら
み
た
近
代
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房 

二
〇
一
九
年
） 

逸
見
久
美
・
須
田
満
編
『
翁
久
允
年
譜 

一
八
八
八
―
一
九
七
三 

第
三
版
』（
公
益
財
団
法
人
翁
久

允
財
団
、
二
〇
二
〇
年
） 

「
特
集 

と
や
ま
文
化
の
一
断
面
―
越
中
八
尾
お
わ
ら
風
の
盆
を
め
ぐ
っ
て
」（
『
と
や
ま
文
学
』
第

三
十
九
号
、
二
〇
二
一
年
三
月
） 

小
谷
剣
司
監
修
、
細
川
光
洋
・
小
松
朗
編
『
小
谷
契
月
作
品
集
』（
桂
書
房
、
二
〇
二
一
年
） 

 

［
謝
辞
］ 

本
展
示
お
よ
び
展
示
解
説
の
作
成
に
際
し
、
ご
協
力
、
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
國
田
千
鈴
氏
、 

小
谷
剣
司
氏
、
小
松
朗
氏
、
須
田
満
氏
、
林
淑
子
氏
、
綿
引
香
織
学
芸
員
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

翁
久
允
と
没
後
50

年 

川
崎
順
二
・
小
谷
契
月 

ガ
イ
ド
ペ
ー
パ
ー 

令
和
三
年
六
月
十
八
日 

高
志
の
国
文
学
館
（
富
山
県
富
山
市
舟
橋
南
町
二
―
二
二
） 


